
 社会発展の原理としての資本主義の展開と貨幣循環論の関係 

資本主義の展開 

資本主義は経済活動における自由や競争、新たな価値創造を重視し、市場メカニズ

ムを通じて製品やサービスが供給されるシステムです。資本主義の展開にはいくつか

の重要な側面があります。 

1. 市場の自由競争: 商品やサービスの価格は市場での需給によって決まるため、企業

は顧客ニーズに応じた商品を提供しなければなりません。 

2. 資本の蓄積と投資: 利益の再投資が新しい技術や製品の開発に結びつき、経済成長

を促進します。 

3. 技術革新: 技術の進歩によって生産性が向上し、消費者に対するサービスが拡大し

ます。これにより競争が促進され、市場は常に変化します。 

貨幣循環論との関係 

貨幣循環論は、貨幣の流通とその経済への影響を分析する理論で、資本主義におけ

る重要な要素です。 

1. 貨幣の役割: 貨幣は商品やサービスの交換手段であり、経済の流動性を高める要因

となります。資本主義が発展するにつれ、貨幣の流れがより重要になり、経済が活性



化します。 

2. 信用創造と貨幣供給: 銀行は貸出を行うことで新しい貨幣を創造します。このプロ

セスは、資本が経済に流入する仕組みを形成します。企業が融資を受けて投資を行

い、その結果新たな事業が創出されることで経済がさらに成長します。 

3. 経済の循環メカニズム: 商品やサービスの販売に伴い貨幣が流通し、企業はその利

益を再投資し、また労働者はその収入を消費に回します。これにより、経済は持続的

に成長する循環が形成されます。 

資本主義と貨幣循環論は、相互に関連し合っており、経済成長のダイナミズムを作り

出しています。 

 シュンペーターのイノベーション理論と MMT 貨幣論 

シュンペーターのイノベーション理論 

シュンペーターはイノベーションを通じて経済成長が生まれると主張しました。イ

ノベーションは新製品の導入にとどまらず、新しい生産方法や市場の開拓、新しい原

材料の発見に至る多様な形式を持ちます。これにより旧態依然とした産業が淘汰さ

れ、新たな成長が促進されるとし、創造的破壊（creative destruction）という概念を

提唱しました。 



MMT 貨幣論 

現代貨幣理論（MMT）は、政府が自主通貨を発行できることを前提として、経済政策

に対する新たな視点を提供します。この理論においては、財政赤字が必ずしも悪でな

く、むしろ経済に必要な資金を供給し、完全雇用へ向けての施策が重要とされます。 

-自国通貨の発行権: 政府は自国通貨を発行できるため、財政支出は貨幣供給を通じて

行われます。このため、失業や経済の停滞を解消するための支出が可能です。 

- インフレのリスク: MMT は、すべての支出に対してインフレが生じるわけではない

とし、経済が供給能力を持つ限り、負債の拡大は許容されると主張します。 

現代的な課題としての信用貨幣論 

信用貨幣論は、銀行が貸出を通じて新しい貨幣を創造するという原理に基づきま

す。特に現代においては、以下の課題が指摘されています。 

1. 債務過剰: 家庭や企業は過剰な負債を抱えやすく、これは金融危機の原因となる可

能性があります。 

2. 資産分配の不平等: 信用創造により、資本が特定の金融機関や大企業に集中する傾

向があり、貧富の差を拡大させる要因となります。 

3. 金融システムの安定性: 銀行の融資活動が過度になると、信用のリスクが高まり、



全体の金融システムの安定性が脅かされます。 

日本経済の低迷と政策の貧策・誤謬・愚策 

日本経済の低迷の要因 

この 30 年間の日本経済は、バブル崩壊以降の低迷が続きました。主な要因として、

以下の点が挙げられます。 

1. イノベーションの不足: シュンペーターが重視するイノベーションが進まず、新た

な技術や市場への適応が遅延しました。特に、IT 産業やデジタル経済への投資が不足

し、競争力が低下しました。 

2. 政府の経済政策の不足: アベノミクスなどの施策は行われましたが、根本的な構造

改革が不十分でした。企業の内部留保が増加するものの、その資金が新たな投資や雇

用創出にはつながりませんでした。 

3. デフレと消費者信頼の低下: デフレ環境が続く中、消費者の信頼感が低下し、個人

消費が低迷しました。これが経済成長をさらに制約する要因となりました。 

 政策の非策・誤謬・愚策 

1. 量的緩和政策の限界: 大規模な金融緩和は短期的には効果があったものの、長期的

には実体経済の改善にはつながらず、資産バブルを生むだけでした。加えて、金融市



場の過剰流動性が逆に不均衡を引き起こしました。 

2. 構造改革の怠慢: 規制緩和や新しい産業振興に向けた構造改革が不徹底であり、外

国企業や新興企業との競争から取り残されました。 

3. 社会的インフラの失策: 教育や研究開発への投資不足が特に問題視されています。

これにより長期的な人材不足や技術革新の遅れが顕著になっています。 

シュンペーターの視点に立つと、日本経済の低迷はイノベーションを促進する環境

が整備されず、政府の政策が方向性を失ったことに起因すると言えます。真の発展を

実現するためには、イノベーションの促進とそれを支える政策が不可欠です。 


